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話好き，料理好き，子ども好き，人付き合
いも苦にならないこともあり，農泊を積極
的に受け入れて始めたとのことだか，Bさん
は人付き合いも上手くない，わが家に全く顔
見知りのない他人が泊まることを受け入れら
れず，当初から農泊に抵抗があった。しかし
Aさんと宿泊者との関係を間近で経験する
中，抵抗感が薄れ交流の楽しさを実感するよ
うになったという。筆者は，市役所のグリー
ン・ツーリズム推進係のMさんに案内して
もらい市内の温泉で入浴を済ませA・Bさん
宅にやってきた。安心院では，受け入れ家庭
の入浴サービスを実施しない規則になってい
るため近くの入浴場を使用している。夕食ま
での時間を使い近隣を散歩して歩く。その途
中で1人の女性が納屋で切り干し大根づくり
をしていた。気軽に話しが出来，大根の生産
や切り干し大根づくり，干し椎茸づくり，地
域のことも教えてもらうことができた。農泊
も知っていたが「一人で農作業をしている方
が自分に合っている」と語り，Aさんとは友
人，農泊もこの地域にとっては大切なことと
認識していた。
　夕食はAさん得意のだんご汁など郷土料
理，手作り食材を使った手料理を3人でじっ
くり語り合いながら時間をかけて取る。Aさ
んは，農泊を通じ様々な人と出会い，語り，
多くの刺激を受け人生勉強になっている。ま
た農泊を運営するためには，井の中の蛙では
いられない，同業者たちと安心院の町のこと，
社会情勢，郷土食など様々な学習を重ね，情
報交換もしている。忙しいが楽しいことが多
い，また経済的にも助かると語る。健康で体
が動く限り続けていきたいが農家の高齢化が
進み農泊を受け入れる後継者がいなくなって
いると心配もするAさんだった。
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　2日目の農泊体験は，院内町に住むC・D
さん宅であった。C・Dさん夫婦は，夫のD
さんが自営業の経営を息子さんに渡してか
ら，農村生活に憧れ熊本市から移住してきた
経歴の持ち主である。妻のCさんは，農村生
活に共感し移住したが農泊にはあまり関心
がなかった。しかし，知人のすすめもあり説
明会に出かけ，進められて何となくやり始め
た。夫Dさんの方が接客上手で積極的に受け
入れ5年ほど続けている。最近は受け入れに
も慣れ，食事づくりも苦にならず楽しさが分
かるようになって来たという。夕食時は，夫
のDさんも食卓づくりに協力し，夫婦共同で
農泊に従事している。Cさんは，Aさんのこ
とも知っていて「Aさんのような美味しい料
理は出来ないけれど」と言うが，Cさんのつ
くる家庭料理も美味しかった。1日，ほぼ一
組限定の農泊ならでは濃密な交流が会話の中
に生まれる。最近の宿泊者は，圧倒的に中学
生の教育旅行受け入れが多くなってきている
が，一般の人も時々は訪れ，外国人の農泊利
用も増えてきている。C・Dさんは，気遣う
ことも多くあるが，何でも率直に向き合うこ
とが大切と考え，特に中学生にはわが子のよ
うに接し注意することも出来るようになった
という。わずかばかりの野菜畑を宿泊者と一
緒に体験してもらうことが一層交流を深め，
たとえ言葉が通じなくても，体全体を使って
の会話と農作業が親近感に通じていると実感
していた。様々な人との出会いが知識を豊富
にしてくれ，自らも農泊についての学習があ
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るから自信につながっている。大変なこと，
失敗もあるけれど，農泊は，泊まる人も受け
入れる方も双方向に良い影響があると経験を
基に語ってくれた。宿泊したのは2月だった
が，畑には白菜などの野菜が植えられ，大き
なザボンが木にぶらさがっていた。前の道路
を挟んだ山の麓には，温泉が湧き宿泊者の入
浴に利用されていた。

小括
　安心院のグリーン・ツーリズムは1996年
60名の受け入れからはじまり，2010年から
は，平均一万人の受け入れ実績が続いている。
その8割が教育旅行，1.5割が国外，0.5割が
国内の一般者である。この実績を担っている
のが受け入れ家庭である。今回筆者が経験し
た受け入れ家庭は，元々地域で暮らしてきた
A，Bさん，定年退職後農村に移住してきた
C，Dさんと農泊のホスト役経歴は異なるも
のだった。宿泊料金は1泊5,000円，農泊が
叶えてくれる非日常の時間は，「人間的触れ
合い」だった。実際，農業など現役の人がホ
ストならば朝夕の食事，宿泊の準備等，やは
りきつい。受け入れ家庭の高齢化と後継者問
題は現実味をおびる。またグリーン・ツーリ

ズム事業の窓口であるNPO団体からは，宿
泊費値上げ案も出され運営者の厳しさも垣間
見た。需要が伸びても供給の源が形成されな
ければならず，このバランスを保つことは可
能なのだろうか。今回，行政担当者の計らい
もあり「宇佐市農村女性起業グループ事業」
の学習会に参加させてもらった。会場は農泊
事業に参加している住宅だった。当日の学習
内容は，①知恵の伝承講座（キムチづくり）　
②安心院グリーン・ツーリズムの魅力を知ろ
う。安心院グリーン・ツーリズム研究会事務
局長が講師となり，女性たちにグリーン・ツー
リズムの魅力を伝え，会場主の女性からもグ
リーン・ツーリズム体験記が語られ，担い手
育成の場としていた。また教育委員会社会教
育課事業でもグリーン・ツーリズムと連動し
た地域学講座なども開催しているという。個
別家庭を基本とする農泊スタイルを特徴とす
る安心院。その限界を見据えながら地域共同
運営などの新しい方策も検討する時期にある
と思われた。

5.2.2　鹿追町，新得町，十勝圏のツーリズム
　北海道のグリーン・ツーリズム活動の先駆
けは，1990年に設立された「鹿追町ファー
ムイン研究会」といわれている。その以前
1988年，鹿追町に「大草原の小さな家」，新
得町に「ヨークシャファーム」が開始され
ファームインの先発事例となっている。その
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後，富良野にも広がり，2000年に北海道グ
リーン・ツーリズム協会が設立され長沼町，
別海町などにも広がりを見せた。2005年に
は，全国グリーン・ツーリズム大会を美瑛町
で開催している。
　ちなみに2017年の北海道グリーン・ツー
リズムの施設数2,458は，直売所が1,140件，
農業体験831件，ファームイン（農泊）458件，
その他29件となっている。
　 十 勝 管 内 で は， 施 設 総 数270施 設 で 北
海道の1割を十勝で占めている。内訳は，
ファームイン81施設（25.2％）直売所89施
設（32.9％）農業体験68施設（25.1％）。こ
こ5年間では，ファームインの増加が顕著で，
2010年25施設だったことから3.2倍に伸びた
ことになる。近年，教育旅行の受け入れに取
り組む農家の増加が背景にある。しかし，小
学校・中学校・高校の受入数も2013年の7,356
人（延べ数）をピークに2016年は4,974人（農
家宿泊数1,991人40％）と減少している。ま
た，グリーン・ツーリズム関連施設の推移で
は，2016年の284施設をピークに減少傾向を
示している。十勝管内のグリーン・ツーリズ
ム組織は，北海道グリーン・ツーリズムネッ
トワーク十勝ブロック，NPO法人食の絆を
育む会（十勝管内の教育旅行を受け入れる窓
口となっている…浦幌町），各市町村教育旅
行受け入れ協議会，16市町村14協議会があ
り活動している。（北海道十勝総合振興局「開
かれた農村とファームイン」2017年資料よ
り）
　またこの他に十勝地方にファームインなど
グリーン・ツーリズムの先駆けとなる活動を
展開してきたNPO法人北海道ツーリズム協
会がある。グリーン・ツーリズムに関わる学
習会「北海道ツーリズム大学」の開催，情報
サイトの運営・管理，自然・環境の保全を図
る活動など持続可能な農村・社会を意識して
の活動が展開されている。
　また，浦幌町を起点に活動しているNPO

法人「食と絆を育む会」が企画する農村ホー
ムスティは，十勝の約500戸の農業者たちを
組織している。主に大阪方面の高校生を対象
に農村での体験学習を提供し，北海道各地に
も広がりを見せている。

小括
　十勝地方のグリーン・ツーリズム，特に農
泊に関わっては，農家敷地内に母屋とは別棟
に農泊用に建てられたコテージ風の「農家民
宿」を特徴とし，従って建物の装いも宿泊施
設として独自の機能を備えた施設が多い。北
海道各地の農泊もこのスタイルが多いらし
い。訪ねた新得町の宿泊施設も農業体験が
出来るペンションと言っても良いほどであっ
た。この施設の運営者は，1992年「新得農
村ホリデー研究会」を設立し，ヨーロッパの
農村ホリデーなどを学習しながら農村の魅力
を都会に発信し交流する事業を農村地域に定
着させている。現在は家族の女性が施設を引
き継ぎ運営している。
　十勝地方のグリーン・ツーリズムの中核と
なるファームイン事業は，熱意ある民間人に
よってスタートしているが，その支援者とし
て北海道庁の存在がある。1988年，第五期
北海道総合開発計画が出されているがその中
に「…東京一極集中を是正し…人口が減少し
つつある地方の活性化を図るため，地方に特
性ある極を形成し…国際化時代にふさわしい
食料食品の供給基地としての発展，国民の健
康増進，文化教育の場としての開発を図るこ
ととした。…このため北海道内外の各地域，
各層レベル感での重層ネットワークの形成な
らびに都市と田園の交流コミュニティの展開
を図る…」と都市と農村が交流する政策が出
されたことが基となった。北海道農政部農村
計画課が1992年「ファームイン通信」第1
号を発行し，全道に情報伝達しファームイン
拡張に力を入れたことを示している。帯広振
興局では現在も農務課がグリーン・ツーリズ
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ム事業を担っているが，各自治体の多くでは
観光課に移され，その上，自治体の政策的計
画からも遠のき，あくまで個人経営の事業に
移行されている現状が見受けられた。

5.3　ドイツの事例：エンツクロエステルレ
　ドイツで現場調査・インタビューを行った
黒い森の小さな町エンツクロエステルレで
は，他の人口密度が低く，観光開発・地域づ
くりを進めようとする多くの市町村とは異な
る点がある。
　12世紀に小さな修道院で始まった村は，
修道院が15世紀に解散されてから小規模の
ままで存続し続けて，1935年に隣の村と合
併された。1970年代に黒い森の多くの市町
村と同様に「Kurort」になり，健康の改善
を求める客が迎えられた。同時に冬はスキー
所として人気を得た。だが，健康保険に関
する法律が変わって「Kur」の利用を申請で
きる人々が著しく減り，また温暖化によって
雪が少なくなってから観光の基盤は消え去っ
た。だが，八年間無給の名誉職として村長を
勤めた，元々外部から転住したニヒ氏の指導
で人口1.200人程度の村は上昇の傾向を示す
ようになった。その特徴を簡単にまとめると
次の様になる。
　まず，2015年前後に非常に多くドイツに
入国した移民が全く住んでいなく，就職を求
める若者が（ドイツ及び日本の多くの地域と
全く同じく）村を出るという現状にもかかわ
らず，人口が増えているということが目立つ。
人口が増えている理由は，より大きな都市か
ら引っ越してくる若い家族がいるからであ
る。いわゆる「田舎のよさ」，つまり，人口
密度が低いからこそ各個人が大事にされてい
て，特に子供が自由に遊べる場所が多く，空
気も良くて，夜は素晴らしい星空が見られ，
余暇に自然そのものを五感で楽しめることが
魅力的となっていることから，小さな子供の
いる若い家族がエンツクロエステルレへ移住

する。都市の職場まで通う人も少なくないが，
ホームオフィスの普遍化のためにそれは毎日
ではないという人も多い。また，本数の少な
い交通機関をうまく利用すれば，待つ時間が
少なく，通勤途中でリラックスもできるとい
う。多くの地方町村とエンツクロエステルレ
で異なるのは，予算が非常に少ないからこそ，
住民が主体となって地域づくりに最初の計画
から実現まで非常に積極的に取り組んでいる
ことである。
　観光客の注目を引くことだけではなく，や
はり，地元の住民の村への属性感やアイデン
ティティを強めるという目的で，エンツクロ
エステルレを取り囲む森林で非常に多く生い
茂るブルーベリーを村の象徴にしている。「ブ
ルーベリー村エンツクロエステルレ」と言い
つつ「ブルーベリー道」，「ブルーベリー料理」，

「ブルーベリー祭」などを創設した。それは
まるで日本の「一村一品」の考え方を参考に
したかのように見える。現在は，多くの観光
客を迎えるための宿泊施設は存在しないが，
これから農家で休暇を過ごす（「Ferien auf 
dem Bauernhof」）という州の新しいキャン
ペーンにも乗っていこうとしている。まとめ
て言えば，エンツクロエステルレでは「村の
マーケティング」の専門家がいなくとも，（も
ちろん，課題が存在することにしても）村の
興隆が可能である様である。

6．まとめ・結論

　少子高齢化が進みそれに伴う人口減少は，
集落の維持を困難とし自治体消滅論まで飛び
出す日本の現状に，政府や地域自治体あげて
地域活性化・地域創生を看板に掲げそのひと
つに「観光」が脚光を浴びている。観光事業
で交流人口を増やすことがあたかも経済を持
ち直すかのような論調に対し，過去のマス
ツーリズムからオルタナティブ・ツーリズム
に転換したことをふり返りグリーン・ツーリ
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ズムの理念と実践について事例をもとに検討
した。その検討視点は，社会教育である。安
心院と十勝，グリーン・ツーリズムの理念に
基づく方法など実践やその課題の違いはある
が，「農村」をキーワードに求めるものの価
値観は共通している。又，ドイツの黒い森に
位置しているエンツクロステレという山村に
も共通点が多い。それは，人間性回復の余
暇，自己実現に向かう生涯教育，孤立から解
放する人々の交流，帰属意識としてのふるさ
と回帰，食と農を考える農業体験，これらは

「農村政策＝地域づくり」と捉えられる課題
解決学習である。今や農村ばかりでない地域
交流が必要となり，地域住民が生活者として
エンパワーメント出来る環境が求められてい
る。十勝で活動するNPOは，グリーンを取
り「ツーリズム協会」として人々をつなげ支
えあう組織として活動を広げている。
　欧米から日本まで「DMO」が新しい方針
として広がっているが，ある程度資産を手元
にもつ法人が地域おこしに必要とされる根
拠，またDMOの活動の効果は，見難い。少
なくとも，今回著者の調査対象となった町村
には，DMOは不必要だと判断できる。
　1996年ユネスコの成人教育会議において

『21世紀への教育─学習・内なる宝』では，
学習の4本柱が提起された。「知ることを学
ぶ」「為すことを学ぶ」「共に生きることを学
ぶ」「人間として生きることを学ぶ」である。
グリーン・ツーリズム思想の原点は社会教育
に通じていることが確認される。「地域づく
り」は，地域住民の手による自治を基に形成
されるがその自治を保障する学びが社会教育
である。「住民が創造する地域づくり観光」は，
社会教育の新しい課題となるであろう。
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